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　 両 側 性 口 唇 裂 口 蓋 裂 患者 の 上 顎 歯 列 弓 拡 大 に 伴 う 歯 槽

弓 の 三 次 元 的 な 変 化 を検 討 した．

　資料 ・方 法 ：治 療開始時 Hellman 歯齢IIIB以 降 の 両

側 性 口唇 裂 口 蓋 裂 患者 の う ち，側方 歯部の 反 対咬合が 解

消 され た 20症 例 （拡大 開始 時 平均 年 齢 10歳 ユ0 カ 月，平

均 拡大 期 間 2 年 1 カ 月 ） の 顎 態 模 型 と正 面 お よ び 側 面 頭

部 X 線規 格 写真 を 用 い た．拡 大 前後の 上 顎 顎 態模型 お よ

び 歯冠 部 を 削除 し歯槽頂線 を設定 した 歯槽弓模型 を 用

い ，歯 列 弓 拡大 に 伴 う歯 槽 弓 の 三 次 元 的 な拡 大様相 に つ

い て 検討 し た ．

　結果 1

　 1 ，水平 面 の 拡 大 様 相 で は、 1） 側 方，前 方 に拡 大 さ

れ た もの ，2 ）側 方 の み拡 大 され た もの ，3） 前 方 の み

拡大 さ れ た もの ，4 ） ほ と ん ど拡大 さ れ て い な い も の が

み られ た．拡 大 方 向 で は側 方 成分拡大 量 が 前方成分拡大

量 よ り有意 に 大 きか っ た （p ＜ O．01）．

　 2 ．左右 lateral　segment の 拡大量 に 有意の 相関 （p ＜

0，05） を認 め た．

　 3 ．水 平 面 で の 拡 大 量 と歯 槽 部 の 高 さ 変 化 量 の 間 に は

有意の 相関を 認 め な か っ た ，

　 4．歯列 弓 に 対 す る 歯槽 弓 拡 大 の 割合 は，犬 歯 部 で 約 7

割 ，第
一

大 臼歯 部 で 約 8 割 を 占 め た ．

　 以 上 の 結 果 を片 側 性 ［ 唇 裂 口 蓋 裂 患 者 の 結 果 と 比 較 検

討 し た と こ ろ，両 裂 型 の 歯槽弓 拡大様 相 に は 鼻上 顎 複 合

体 の 形 態 異 常 の 裂 型 間 差 異 に 起 因す る 著 し い 差 を認 め，

裂 型 を考 慮 した治 療 計 画 の 立 案 が 示 唆 さ れ た．

　　　　　　　（日矯歯誌 　54 （5）：320 〜328 ，1995 ）

　 Changes 　of 　maxillary 　alveolar 　process
　　by　dental　arch 　expansion 　irl　bilateraI

　　　　　　　cleft 　lip　and 　 palate
　 The 　 purpose　 of 　 this　 study 、vas 　 to　 quantitatively

evaluate 　the　three ．dimensional　changes 　of 　rnaxillary

alveolar 　 arch 　following　 delltal　 arch 　 expansion 　 in

bnateral　cleft 　lip　and 　palate （BCLP ）．

　 The 　 ana 】ysis　was 　performed 　on 　2e　repaired 　BCLP

patients （mean 　age 　 at　initial　 stage ；10yrs．10mons ．）

who 　underwent 　maxillary 　dental　arch 　expansi 〔m 　and

obtained 　 proper　 lateral　 overjet （mean 　treatment

term ：2yrs．1mon ．）．Two 　serial 　sets 　Qf 　the　maxillary

gnathostatic 　model 　and 　the 　alveolar 　arch 　mode 】made

by　trimming （，ff　all　erupted 　tooth　crowns 　before　 and

after 　 expansion 　 along 　 with 　 roentgen 　 cephalograms

were 　used 　for　the　examination ．

　 The　resu ユts　 were 　 as　follows：

1 ．The 　 horizontal　 changes 　 of　 alveolar 　 arch 　 were

divided　into　four　types ；

1 ）　1ateral　 and 　anterior 　 expansion 　type，　2）　1ateral

expansion 　type ，3 ）　anterior 　 expansion 　type ，4 ）　lit・

tle　change 　type ．　Regarding　the　direction　of 　expansi   n ，

the 　arnount 　of 　Iateral　 expansion 　was 　significant 旦y

足arger 　than 　that　of　anterior 　expansion 　（Pく 0．OD ．

2 ．　Significant　correlation 　（r＝D．52，　P〈 0，05）　was

found　in　the 　amount 　of 　expansion 　between　bilateral

segments ．

3 ．There 　were 　no 　significant 　correlation 　between 　the

amount 　 of 　horizontal　 alveolar 　 expansion 　 and 　the

changes 　of 　alveolar 　height．

4 ，The 　contribution 　 of　alveolar 　arch 　expansion 　to
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the　total　dental　arch 　expansion 　were 　estimated 　to　be　　 canine 　and 　upper 　first　molar ．

approximately 　 70％ to　 80％ at　the 　 region 　 of 　 upper 　　　　　（J．　Jpn．　Orthod．　Soc．54 （5＞；320 〜328 ，1995 ）

緒 言

　 口 唇裂 口 蓋 裂 患者 の 咬合異 常
1・2）

に 対 す る 歯 科矯正

治療 と し て ， ほ とん ど の 症例 で 狭窄 した 上顎歯列弓の

拡大が治療方針 に 組込 まれ る．した が っ て ，歯列弓 の

拡大 に 伴 う歯槽弓の 変化様 相 を検討す る こ と は，治療

計画 を立 案す る上 で き わ め て 有用 な情報 を提供す る も

の と思 わ れ る．宇 治 ら
3）
は 片 側性 口唇裂 口 蓋裂患者 の

上 顎歯列 弓拡大 に 伴 う歯槽弓 の 三 次元的 な変化 に つ い

て 検討 を加 え，歯槽弓 の 水平面 お よ び 垂 直 面 に お け る

特徴的 な 偏 位 様相 を 報 告 して い る．

　
一

方 ， 口 唇裂口 蓋裂患者 の 上顎歯槽部 に つ い て 三 次

元解析 を行 っ た 須佐美 ら
4・S）は，片側性 と両 側 性 で は歯

列弓 の 偏位様相 が 異な る こ と を報告 し て い る．また，

CT 画像 を用 い て 片側性な らび に両側性 口 唇裂 口 蓋裂

患者の 鼻上顎 複合体 の 三 次 元形態 分析 を行 っ た 馬
6）

は，歯槽弓 の み な らず鼻腔，上顎洞 の 大 き さ と形状に

も両者 の 間 に 著 し い 差異 が み ら れ る こ と を報告して い

る．した が っ て，歯列弓拡大 に伴 う歯槽 弓 の 変化様相

も裂型 に よ り異な る こ とが 推測 され ，裂型別 に 治療計

画を考 え る必要 が あ る と思 わ れ るが ， こ の点に つ い て

検討 を 加 え た 報告 は み ら れ な い ．

　 以 上 の よ うな観点 か ら本研究 で は，両側性 冂 唇裂 口

蓋裂患者 に お い て 歯列弓拡大 に 伴 い 歯槽 弓拡大 が どの

程度生 じて い る の か ，そ の 三 次 元 的変化 の 特徴を 明 ら

か に す る と と も に ，宇治 ら
3
切 片側性 口 唇裂 口 蓋裂患

者 の 結 果 と比 較 し歯槽 弓拡大様相 の 裂型 間差異 を 浮 き

彫 りに す る こ と を目的 と し た ．

資料お よび方法

1 ．資 　料

　本学矯 正 科 に 来院 し た 両側性 口唇 裂口蓋裂 患者 198

名か ら ， 以 下 の条件 を満 た す もの を抽 出 し た ．

　 ／．歯列弓 の 拡大 が 必要 で あ る と診断 さ れ，拡大終

　　了時 に 側方歯部 （乳犬歯 あ る い は永久 犬歯か ら 第

　　
一

大 臼歯） の 反 対咬合 が 改善 され た もの．

　 2．拡大開始時 の 歯齢 が IIIB以降 の もの ．

　 3 ．上顎 中切歯 お よ び 第
一

大 臼 歯 に 欠損が な い も

　 　 の ，

　 4．拡大期間が 3年以 内の もの．

　 5 ．拡大前後 の 顎態模 型 ，側面
・正 面頭部 X 線規格写

　　真の 完備し て い る も の．

　 6．他 の 奇形 を有 さ な い もの ，

　以上 の 条件 を満 た す も の は 20症例 で，こ れ ら症例の

拡大前後 に 採得 した 顎 態模型 ，側 面 ・正 面 頭部 X 線規

格写真 を本研究 の 資料 と した ．拡大開始年齢 は 8歳 2

表 1 拡大に 用 い た装置

拡 大 に 用 い た 装 置 の 種類 資料数

W 型 拡 大 装 置 12

床拡大装置 2

マ ル チ ブ ラ ケ ッ ト 1

1
丿ン ガ ル ア

ー
チ 1

そ の 他 マ ル チ ブ ラ ケ ッ ト 十 リ ン ガ ル ア
ーチ

アル チ ブ ラ ケ ッ ト ＋W 型 拡大 装置

ア ル チ ブ ラケ ッ ト＋ 床拡大装置

4

合 計 20

ヵ 月か ら 12歳 8 カ 月 （平均 年齢 1  歳 10 カ 月），拡大

終了 年齢 は 10 歳 11 カ 月 か ら 15歳 1 ヵ 月 （平均年齢

13歳 0 カ 月）で ，拡 大 期 間 は最 長 で 3 年，最短 で 1 年

（平均 2年 1 カ 月）で あ っ た ．拡大装置 と し て W 型 拡大

装置，床拡大装置，マ ル チ ブ ラ ケ ッ ト法 ，リ ン ガ ル ア ー

チ を単独 に 用 い た もの が そ れ ぞ れ 12
，

2
， L1 症例 み

ら れ た 他， こ れ ら の装置 を併用 した もの が 4 症例 み ら

れ た （表 1）．

II．方　法

　 1 ．上顎歯列弓 お よ び 歯槽弓形態 の 三 次元計測

　計測方法 は宇治 ら
3〕
が 片側性日唇 裂 口蓋裂 の 解析 に

用 い た 方法 に準じ た．な お ，本研究方法 の 測定誤差 に

つ い て は黒 田
η が 報告 し て い る．

　 1 ）計測原点

　正 面頭部 X 線規格写真．ヒに 頭蓋顔 面 正 中線 を 設定

し 1 上顎左右第
一

大 臼歯 の 頬側 咬頭頂か ら正 中線 ま で

の 距離 の 比 を求 め た （図 1 −A ）．次 に，上顎顎態模型

を 左右歯槽部後縁に 接し，FH 平面 に 垂直 な 面 に 削合

し，こ れ を模型 後面 と し た．後面 を規定 した 模 型 上 の

左 右 第
一

大 臼 歯頬側咬頭 か ら正 中線 ま で の 距離 の 比 が

頭部X 線規格写真 か ら求 め た 比 に
一

致 し，か つ ，模型後

而 に 垂 直 とな る よ う に 模 型 上 の 正 中線 を 決定 し た ．こ

の 正 中線 と 模型後 面 と の 交点 を 計測 上 の 原 点 と し た

（図 1−B ），

　 2 ）個 々 の 計測点

　個 々 の 歯を代表 す る 計測 点 と し て ，犬 歯 は 尖 頭 ，第

一
大 臼 歯 は近遠心頬側咬頭頂 を結 ぶ 線分 と分界溝 との

交点 と し た．次 い で ，歯冠部 を 削除 し作製した 歯槽弓

模型上 に ，各 segment の歯槽頂線 を記入 し，15 度 お

き の 分割 点 な ら び に 各 segment の 両端点 を 設定 し た

（図 2 ， 3 ）．

　歯槽弓 上 の 計 測 点 設 定 に 際 し て は，宇治 ら
3｝
の 方法

に 若 干 の 修正 を加 え た．すなわ ち ，両側性 口 唇裂 口 蓋

裂 に お い て は ，segment が 3 つ に 分割さ れ て い る た

め，計測点 は 下記 の よ う に，15度お き の 11分割点，各
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A

B
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一一一
十
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図 1 正 面頭部 X 線規格写真を用い た 模

　　　型正 中線の 決 定

A ：正 面 頭 部 X 線規 格 写 真上 で の 頭部上

顔 面正 中線の 設定お よび左 右第
一

大臼歯

の 位置の 計測

B ：模型上 の 正 中線お よ び入 力原 点 （0 ）

の 設定

CG ：鶏冠頸部

Lo
，
　 Lo’：眼 窩外側 縁 の 影 像 と　oblique

lineとの 交点

W6 ，　W6
’
：上 顎左 右第

一
大臼歯頬側咬頭

間距離

RW6 ，　 RW6
’

：右 側 第
一

大 臼歯 頬 側 咬 頭

か ら正 中線 まで の距離

segment の 6 両端点 の 計 17点 と した （図 3 ）．

　1，13 ：1ateral　segment の 後端点

　 14，17 ：lateral　segment の 前端点

　15，16 ：premaxilla の 両端点

　 2−12 ： 15度 お き の 分割 点

　 こ れ ら計 測 点 を，三 次元 測定機 （マ イ ク ロ コ ード

MXF203 ，三 豊，東京） を 用 い ，三 次 元 座 標値 （X ，　Y ，
Z ） と し て コ ン ピ ュ

ータ
ー
（PC −286US

，
　EPSON

， 東京）

に 入 力 した ．な お ，入力 に 際 し て は，原点 を （0，0，
0）

と し ， 模型後面 を X 軸 に
一

致 させ た．

図 2　歯 列 弓模 型 お よ び歯槽弓模型

　　0 ：ロ 蓋後縁入 力原 点

1
，
13 ：latera且segment 後端点

14 ，17 ：　　　 〃　　　 前端点

15，16 ：premaxilla 両端点

2〜12：15度 お きの 分 割点

　　図 3　歯槽弓上 の 計測点

2

13

　 3 ）出　 力

　各 計 測 点 の 三 次 元 座 標 を 入力 し た 後，そ れ ぞ れ の

データ を 以 下 の よ うな 投影図 お よ び 展開図 と して 出力

し解析 に 供 し た．

　水平面 ：横軸 を模型後面，縦軸 を模型 正 中線 と し ，

FH 平面 に 対す る投影図 と して 出力 した．

　垂直面 ：各計測 点の 原点 か ら 15度 お きの 分割 点 を

N 工工
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　図 4　側面頭部 X 線規格写真 を用い た歯列弓の 前後的 位置 の 規定

A ：側 面 頭 部 X 線規 格 写 真上 で の 前後的位置 （第
一

大 臼歯を基準）の

　　計測

B ：模型の 前後的位置の 規 定

S’6 ： S を通 り FH 平面 に 垂直な直線 と第
一大 臼歯 との 距 離

A B

｛mm ）

60

45 90　　 135　（deg．）

40

20

20

40

60

（mm ）

一20 0　　 20　　 （lnm ）

　　図 5　拡大前後歯槽弓の 重ね合わせ

A ：水平面　　 B ：垂 直面

● ：拡大前の 入 力点　　○ ：拡大 後 の 入 力 点

横軸 に ，原 点 か ら の 歯槽 弓 の 高 さ を 縦軸 に と っ た 展開

図 と して 出力 し た．

　各症 例 の 拡大前後 の 比 較 に は，そ れ ぞ れ 水 平 面 の 投

影図，垂 直面 の 展 開図 を 次 の 基 準 で 重 ね 合 わ せ た ．す

な わ ち ， 水平面 で は，側 面 頭部 X 線規格写真 上 の FH

平面 に 垂 直 で Sella　tUl’cica の 中心 （S 点 ） を通 る直

線 か ら，上 顎第
一

大 臼歯近 遠心 頬側咬頭 中点 に 至 る距

離を求 め て ，前後 的位置を規定 し （図 4 ），拡大前後 の

投影図 を重 ね 合わせ た （図 5 −A ＞．垂直面 で は ， 原点

をそ の ま ま基準点 と し て 用 い ，展 開図 を重 ね合わ せ た

〔図 5 −B ）．

　 2．上顎歯槽部拡大様相 の 三 次元解析

　歯列弓拡大 に 伴 う歯槽弓 の 変化様相 を以 下 の 項 目 に

つ い て 解析，検討 し た．

　 1）個 々 の 症例 に お け る歯槽弓拡大様相

　個 々 の 症例 に お け る 拡大前後 の 歯槽頂線を 水平面 の

投影図 と して 重 ね 合わ せ ，そ の 拡大 パ タ ン を定性的 に

検討 し た．次 い で ，拡大様相 を 前方成分 と 側方成分 の

2 つ の 成分 に 分 け，各成分 に つ い て 下記 の 指標 を設定

し （図 6 ），検討 した ．

　　  前方成 分

　図 6 に 示 し た 原点 か ら模 型 正 中線 上 の 分 割 点 （第 7

計測点） まで の 距離 を計側 し，拡 大 前後 の 差 を 前方拡

大量 と し た．

　　  側 方成分

　原点 と第 7 計測点 の 中点 を通 り，正 中線と直交 す る
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図 6　前方 お よび側方へ の歯槽 弓拡 大 様相 の 検討

　 　 パ ラ メーター

　 A ：拡 大 前 前方成分 （0−7）
　 B ：拡大後前方成分 （O’−7’＞
　 a ：拡 大 前 側 方 成 分 　 b ：拡 大 後側方成分

　 ● ：拡 大 前 の 入 力 点 　○ ：拡 大後 の 入 力点

　 O ：入 力原点

図 7 水平面に お け る左右 且ateral 　segment の

　　 拡 大 様相 の 検討

　　 皿 ： segment 拡大量

　　 ● ：拡 大前 の 入 力点

　　 ○ ：拡大後 の 入 力点 　0 ：入 力原 点

A B

45 ．0　 　 ユ35 （dig・）

E．

20

40

（mm ）

．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　．
　1

図 8 水 平 面 の 拡大 に 伴 う垂 直面 で の 変化の 検討

　 A ：水平 面 で の 変 化　 B ：垂 直面 で の 変化

　 ● ：拡大前の 入 力 点 　○ ：拡 大 後 の 入 力 点

　   ：水平 的 お よび垂 直 的 変 化量

直線 と歯槽頂線 の 交点 を 左 右 で 求 め， こ の 両点間 の 距

離を 計測 し，拡大前後 の 差 を側方拡大量 と した ．

　 2 ）各 segment の 拡大様相

　　  左右 lateral　segment の 水平面側方拡大様相

　水平面 に お け る 左右 lateral　segment の 拡大量 の 指

標 と し て ，図 7 に 示 す よ うに 各 segment の 拡 大 前後 の

近遠心端点 と歯槽頂 線 に よ っ て 囲 ま れ る 面積 を設 定

し，segment の 側方拡 大 量 を 検 討 した ．

　　  水平面 の 拡大 に 伴 う垂直面 の 変化

　水 平 面 ，垂 直 面 と も に 拡大前後 の 歯槽頂線を出力基

準 に 従 っ て 重 ね 合 わ せ ，両 者 の 差 を 面 積 と し て 算出 し，
拡 大 量 の 指標 と し て 用 い た．水平面 で は ， 拡大前後 の

左右 segment 近遠心 端点お よ び premaxilla の 両端点

を 結 ん で 面積 を 求 め ，顎 裂部 は 除去 した （図 8 −A ）．
一

方，垂 直面 で は ，拡大前後 の 各 segment の 後 端 点 を

結び，顎 裂 部 を 含 め た 展開図 上 の 面積 を求 め て 検討 し

た （図 8 −B ）．

　な お ，水平面 で は 拡大後 の 歯槽頂線 が 拡大前の 外方

に あ る場 合 を プ ラ ス ，垂 直面 で は拡大後 の 歯槽頂線 が

拡大前 の 下方 に あ る場 合 を プ ラ ス と し た．

　 3 ）水平面 に お け る 歯列 弓 拡大 に 占め る歯槽部拡大

　　の 割合

　歯列 弓 拡大 に 対 す る歯槽部拡大 の 割合 を，犬歯部 お

よ び第
一

大臼歯部 に て 検討 し た．す な わ ち ， 犬 歯， 第
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　図 9　水平 面 に お け る 歯の 拡大 に 占め る 歯槽 部拡 大量 の 検討

D3 ，
　D3’；拡大 前後の 犬歯 間距 離

D6，　D6’：拡大前後の 第
一大 臼歯間距離

A3 ，　A3
’

；拡大前後の 犬 歯部歯槽 間距 離

A6 ，　A6
’

：拡 大 前後の 第
一

大臼歯部歯槽間距離

犬歯拡大量 （D3
’−D3 ）　犬 歯歯槽部拡大量 （A3f−A3 ）

第
一

大臼歯拡大量 （D6
’−D6 ） 第

一大 臼歯 歯槽部拡大量 〔A6t−A6）

一
大 臼 歯 の 代表点 と原点を結ぶ直線と歯槽頂線 と の 交

点 を歯槽部 上 の 歯 に 対 応 す る 点 と して 設定 し，拡大前

の 犬 歯 お よ び 第
一

大 臼 歯間幅径 と 拡大後 の 幅径 と の 差

を歯列 弓 の 拡大量 と し，対応 す る歯槽 弓 上 の 点 に お け

る 拡大前後 の 差 を歯槽部 で の 拡 大 量 と し （図 9 ），両者

の 相関 を検討 した ．た だ し，犬歯部 に つ い て は，治 療

開始前 に 永久犬歯 が 萌出 し て い た 12例 に つ い て の み

検討 を加 えた．

結 果

1．個 々 の 症例 に お け る歯槽弓拡大様相

　歯槽弓拡大様相を前方成分 と側方成分 に 分け て 個々

の 症例を検討 す る と （図 10），  側方 お よ び前方に 拡大

さ れ た もの ，  側方 の み 拡大 さ れ た もの，  前方 の み

拡大 さ れ た も の，  ほ とん ど変化 の な か っ た もの の 4

つ の パ タ ン に 大別 さ れ る が，用 い た 装置 に よ り拡大様

相 に 特徴的差異 は認 め ら れ な か っ た ．ま た，拡大方向

別 に 平均拡大 量 を検討す る と，側方成分拡大量 （7．7±

3．1mm ） は前方成分拡大量 （3，4± 3．1　mm ） よ り有意

に 大 き か っ た （pく 0，01）．
II．各 segment の 拡大様相

　 1．左 右 segment の 水平面側方拡大

　図 11 は ，個 々 の 症例 に お け る 左 右 lateral　segment

の 拡大量 を 縦軸 と横軸 に と っ た 散布図 を 示 す．両 seg −

ment の 平 均 拡大 量 を比較 す る と，左側 （ll7．2± 53．3

Mm2 ）は右側 （111．9± 56．2mm2 ）よ りや や 大 きい も の

の 有意差 を 認 め ず，左 右側 の 拡 大 量 に 有意 の 相関関係

（r ＝O．52，p 〈 O．05） を 認 め た．

　 2．水平面 の 拡大 に 伴 う垂 直面 の 変化

　図 12 は．個 々 の 症例 の 水平面拡大 量 を横軸 に ，垂直

面変化量 を縦軸 に と っ た散布図 で あ る．水平面拡大 量

は最大 566．4　mm2 ，最小 95．0　mm2 ，平均 276，6　mm2 と

（mm ）
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成
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●
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●
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・  
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ロ

●

●

　 　 5　　　　　　　　　 10
▲

　 　 　 側 方 成 分

水平 面 に お け る拡大様相

■

　 （mm ）

　 　 　 図 10
個 々 の 症 例 に用 い た拡大 装置

　● ：W 型拡大 装置 　○ ：床拡大 装置

　 ▲ ：マ ル チ ブ ラ ケ ッ ト　 ム ： リン ガ ル ア
ーチ

　 ロ ：そ の他

平 均 拡 大 量

　前方成分 ：3．4± 3．1mm

　側方成分 ：7．7± 3．1mm
　側 方成分 〉前方成 分 （p く0．01）

す べ て の 症例 に 拡大変化 をみ た が ， 垂直面変化量 は 最

大 455．1　mm2 ，最小
一264．2　mm2 ，平均 98．4　mm2 と 20

症例中 14症例 に 増大変化，3症例に ほ と ん ど変化 を 認

め ず， 3 症例 に 減少変化 をみ た．ま た，水平面拡大量

と垂 直 面 変 化 量 に は有意 の 相関 を認 め な か っ た．

III．水平面 に おけ る歯列弓拡大 に 占め る 歯槽部拡大 の

　　割合

　図 13 は，犬 歯 お よ び第
一

大臼歯 に お け る歯列 弓拡大

量 を横軸 に ，対応す る 歯槽部 拡 大 量 を縦軸 に と っ た 散
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図 11 両 segment の 水平面側方拡大量

　　 r ＝ 0．52　（p＜ 0．05）
　　 ● ：各症 例　一 ：回 帰 直 線

0

一300

●

●

●

●

●

水 平 面 変 化量
●

60  （mm2 〕

図 12 水平面 の 拡大 に 伴 う垂 直面の 変化

　水平 面 変化 量 ：平均 276。5mm2
　最 大 ：566，4mm2 最小 ：95．Omm2

　垂 直面 変化 量 ：平均 98．4mm2

　最大 ：455．lmm2 最小 ：264．2mm2
　● ：各症 例
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　　　　 図 13 歯列弓および歯槽部の 拡 大 量 の 関係

A ：犬歯 （r ・＝ O．98
， p＜ 0．01）　B ：第

一大 臼歯 （r ＝0．83
，
　p ＜ 0．01）

■ ：各症 例　一 ：回 帰 直線

布図 を示す．犬歯部 ， 第一
大臼歯部 と もに 危険率 0．ユ％

以 下 で 両者 の 間 に 有意 の 相関 （犬歯部 ： r＝0．98，第
一

大 臼歯部 ： r ； 0．83）を認 め た．ま た ， 回帰直線 の 傾 き

は ，犬歯部で 0．72，第
一

大 臼歯部 で 0．83 と算出 され ，

歯 列弓拡大量 の 7〜8 割を歯 槽部 に よ る拡大 が 占め て

い る こ と が 示唆 さ れた．

考 察

1 ．両側性 ロ 唇裂 ロ 蓋裂患者に おけ る歯槽弓拡大様相

　　 の 三 次元解析結果 に つ い て

　 ユ．個 々 の 症例 に お け る 歯槽 弓 拡 大 様 相

　両側 性口 唇裂 口 蓋 裂の 上 顎歯槽弓 は，口 唇閉鎖手術

後 の 口 輪筋 に よ る mo ］ding　action と 口 唇 裂 口 蓋裂手

術後の 瘢痕組織 の 拘縮 に よ り，内方 へ 偏 位 す る こ とが

報告
8 −’】）

され て い る． こ れ ら一
次形成手術後に み られ
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る 上 顎歯槽 弓 の collapse が ，歯列 弓 狭窄 と そ れ に 伴 う

反 対咬合 の 主要 因 をなす こ と は 異論 の 無い 点で あ ろ

う．し か し，個 々 の 症例 に み られ る上 顎 歯列 弓 の 狭窄

状 況 は，歯槽 弓偏位様相の 個体問変異 に 加 え，個 々 の

歯の捻転 転位，歯軸傾斜，欠如歯 の 数 と部位等 の 歯

系 の 異常が 重畳す る 結果，極 め て 変異 に 富 ん で い る
12 〕，

さらに ，対応す る 下顎歯列弓 に よ り， 咬合異常 の 表現

型 も著 し く異 な る，こ の よ う な 咬合異常 に 対 す る 歯科

矯正 治療 の 実態 を検討す る ため に ，大 山 ら
IS ）

は両側性

口 唇裂 口 蓋裂 患者 32名 の 初回診断時に 立案 さ れ た 治

療方針 を調査 し ， 歯列弓 の前方 お よ び側方拡大 は 50％

の 症例 に，側方拡大 の み は 37．5％，前方拡大 の み は

12．5％ に み られ た こ と を 報告 し て い る．本研究 に お い

て も，歯槽弓 が前方お よび側方 に 拡大 さ れ た もの，側

方 に の み 拡大 さ れ た もの，前方 に の み拡大 さ れ た もの ，

ほ と ん ど変化 の な か っ た もの の 4 パ タ ン を み た ，個々

の 症例 に み られ た こ の よ う な 歯槽弓 拡大様相 の 変 異

は ，歯列弓拡大 に 設定し た 治療 目標 の 差異 が 反映 した

も の と思 わ れ た．

　 一
方，両側性 口 唇裂 口 蓋裂患者の 上顎歯槽弓 の 狭窄

様相 を各 segment 別 に 検討 し た 須佐 美 ら
5 〕は，左 右

1ateral　segment に 著 しい 内方偏位 を み る が ，　 Premax −

ilIaは 内方偏位 か ら外 方偏位 ま で そ の 偏位様相が き わ

め て 変異 に 富 む こ と を 報告 し て い る．ま た，側面頭部

X 線規格 写 真 分 析 よ り，premaxilla の 頭蓋底 に 対す る

前後的位置関係は非裂者 と変 わ ら な い こ と が 報告 さ れ

て い る
14 ’15 ，．本研 究 に お い て も，歯槽 弓 の 拡 大 様相 を前

方成分 と側 方成分 に 分 け て 個 々 の 症例を検討 す る と，

側方拡大 量 は前方拡大量 よ り大 き い 傾向 が み られ ，両

成分間に有意差 を認 め た ．す な わ ち，premaxilla 部 の

拡大 に 比 べ 左右 lateral　segment の拡大が 積極的 に 図

られ た の は ， 前述 し た本裂型特有 の 歯槽 弓狭 窄状況が

拡大様相に 反映 した もの と思われた．

　 2 ．各 segment の 拡大様相

　 左右 lateral　 segment の 偏位様相に つ い て は，両

segment の偏位量 に対称性 を報告す る もの
ILlfi ＞と非対

称性 を報告す る もの
5 ｝が み ら れ、用 い た資料 の 顎裂部

骨欠損量 の 左右差 や ，
一

次形成手術の術式 の 違 い が 関

連 し て い る も の と推測 さ れ て い る．左右 lateral　 seg −

ment の 拡大様相 を検討 した 本研究 で は，左 側 拡大量

は 右側 よ りや や 大 き い もの の 有意差を認 め ず，拡大前

の 両 segment の 偏位 量 に 大 き な 差異 を認 め な い こ と

が 推 測 さ れ た．ま た，左右 lateral　segment の 拡大 量

に は有意 の 相関 が み られ ，拡大応力 に 対 す る 左右 seg −

ment の 反応 が 対称 的 で あ る こ とが 示 唆 さ れ た． こ れ

は，鼻 中隔 が premaxilla の み と 結合 し，歯槽 弓 が

premaxillaと 左 右 lateral　segment に 分 割 され て い る

両側性 口 唇 裂 口 蓋 裂 患 者特有 の 形 態 異 常 が 反映 し た も

の と思 わ れ た ．

　
一

方 ， premaxillaを含 め た 歯槽部 全 体 の 水 平 面 拡 大

量 と垂直面変化量 との 関運 で は，両者間 に有意 の相関

表 2　両側性 ロ 唇裂 口 蓋 裂 と片 側 性 口 唇裂ロ 蓋裂 の 歯

　　 槽 弓拡大様相の 比較

歯 槽 弓拡 大 様 相 両側性 片 側 性

代 表 的 歯 槽 弓拡大 パ タ ン 4 パ タ ン 3パ タ ン

歯槽 弓拡大方向 側 方 中 心 前方 と側方

左 右 segment 側 方 拡 大 量 の

相 関

有 無

歯 列 弓拡大 に 占め る 歯 槽 部 拡

大 の 割 合

7 〜8 割 6〜 7割

水平 面拡大 と垂 直的変化 との 　 無

相 関

有

は み られ ず，歯槽部 の 高 さ 変化 に 著し い 減少 を み た の

は 20症例 中 3 症例 の み で あ っ た，歯槽部の 高 さ の 減少

を惹起 す る要因 と し て ， 宇治 ら
3）
は 歯 列弓拡大 に よ る

segment の 上 方偏位 を片側性 口 唇裂 口 蓋 裂 症 例で 示

唆 し て い るが ，両側性 で は ほ とん どの 症例に お い て こ

れ ら segment の 上 方偏位が 上顎歯槽部全体 の 垂 直 的

成長 に よ っ て補償され た もの と考 えた ．

　 3．水平面 に お ける 歯列 弓拡大 に 占め る歯槽部拡大

　　 の 割合

　Subtelnyら 1η
は 正 中口 蓋縫 合部 と歯 槽部 に 実質骨

欠損を伴う 口 唇裂 口蓋裂患者 で は，非裂者 と比 べ ，歯

列 弓 拡大 に 占め る 歯槽弓拡大 の 割合 が 高い こ と を報告

して い る ．本研究 に お い て も，歯列 弓 と歯槽部 の 拡大

量 の 間 に は 犬 歯部，第
一

大 臼 歯部 と も に 強 い 相関が み

られ ，回 帰直線 の傾 き よ り算 出 さ れ る歯列 弓 の 拡大 に

占 め る 歯槽部拡大 の 割合 は，犬 歯 部 で 約 7割，第
一

大

臼歯部 で 約 8割 と推定 さ れ た．しか し，実際 の 臨床 に

あ た っ て は ， 個々 の 患者 の 年齢
17・ls ）や 顎裂部 瘢 痕 組 織

の 量 や物理的 性状等 が，歯列 弓拡大 に 占め る歯槽部拡

大 の 割合 に 大 き く関与す る こ と を留意 す べ き で あ ろ

う．

II．両側性ロ 唇裂ロ蓋裂患者 と片側性 ロ 唇裂 ロ 蓋裂患

　　者 の 解析 結果 の 差異に つ い て

　本研究結果 を宇治 ら
3
切 片側性口 唇裂 口 蓋裂患者 の

結果 と比較検討 し た （表 2 ）．

　歯槽弓 の 水平面 に お け る代表的拡大 パ タ ン お よ び拡

大方向 に 裂型間差異 を み た の は，歯列弓拡大 に 設定 し

た 治療目標な ら び に 両裂型 の 歯槽 弓 collapse 様相の

特徴
4’5）

が 反映 し た もの と 考 えた．加 え て ， 片側性の 場

合，maj 　or　segment の 側 方拡大 に よ り多少 な りと も前

方拡大 が 生 じ る こ と も 1 つ の 要因 と 考 え られ よ う．

　 一
方，左右 lateral　segment の 側方拡大 量 に両側性

で は 有意 の 相 関 を 認 め た が 片側性 で は 相 関 を認 め な

か っ た．ま た，歯列弓拡大 に 占める 歯槽 弓拡大 の 割合

も両側 性 が 少 し高 か っ た ．こ の よ うな裂 型間差異 の 要

因 と し て ，個 々 の 症例 が 有す る裂隙部 の 種々 の 特性 に

加 えて ，鼻 上 顎複合体 の 形 態 異 常 の 違 い も考 え ら れ よ
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う．す な わ ち，両側性 で は鼻中隔 と lateral　segment は

分離 して い る た め側 方拡大 に鼻中隔 の 影響 を受 けな い

が ， 片側性 で は major 　segment と結合し て い る た め

側方拡大に そ の 影響 を 多少な り と も受 け る もの と考え

た．

　他方，歯槽 弓の 水平面拡大 と垂直 面 変化 との 相関 に

お い て ，両側性 で は 相関 を認 め ず歯槽 弓 の 高さ に 減 少

をみ た もの は 少 な か っ た が，片側性 で は 有意 の 相関 を

認 め 歯列 弓拡大 に 伴 い 高 さ の 減 少 を認 め て い る．宇治

ら
3
臆 片側性 に お け る 歯槽 弓 の 高 さ の 減少 の 要 因 と し

て ，歯列 弓 拡 大 に 伴 う segment の 上 方偏位 を推測 し て

い る ．両裂型間 に み ら れ た 歯槽 弓 の 垂 直面変化 の 差異

は，鼻 上 顎複合体 の 垂 直的成長能
19 ）

の 裂型 間差異が 反

映 した も の と考 え た ．

　本 研 究 に あ た り ご 協 力 い た だ き ま した東京医科歯科大学

歯学部歯科矯正 学第
一，第二 講 座 の皆 様 に 深 く感 謝 い た し

ま す ．

　な お ，本論文 の 要 旨 は第 18回 日本 口 蓋 裂学会 総会（大阪）

に お い て 発表 した ．
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